
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管腔内に挿入される内視鏡挿入部の先端部に、前記内視鏡挿入部の観察視野方向に突出
する先端フード部材を一体もしくは着脱可能に設けた内視鏡装置において、
　前記内視鏡挿入部の先端部の先端面に、前記先端部の軸芯から偏芯させた位置に設けた
観察光学系入射端及び鉗子チャンネル開口部と、
　この観察光学系入射端に対して、送気送水する送気送水ノズルと、
　前記観察光学系入射端と前記送気送水ノズルとを結んだ線により分割された前記先端部
の先端面の前記鉗子チャンネル開口部から離れたエリア内に前方送水用に設けた前方送水
用開口と、
　を具備することを特徴とした内視鏡装置。
【請求項２】
　管腔内に挿入される内視鏡挿入部の先端部に、前記内視鏡挿入部の観察視野方向に突出
する先端フード部材を一体もしくは着脱可能に設けた内視鏡装置において、
　前記内視鏡挿入部の先端部の先端面に、前記先端部の軸芯から偏芯させた位置に設けた
観察光学系入射端及び鉗子チャンネル開口部と、
　この観察光学系入射端に対して、送気送水する送気送水ノズルと、
　前記観察光学系入射端と前記送気送水ノズルとを結んだ線の観察光学系入射端側の延長
線上に、前記送気送水ノズルから送出された流体を前記鉗子チャンネル開口部から離れた
エリア内に流動するように前記先端フード部材の内壁に設けた流体案内用突堤と、
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　を具備することを特徴とした内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フード付き内視鏡装置に関し、特にフード内に滞留する流体や汚物などを効
率的に除去排出して、良好な観察視野が確保できる内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、管腔内診断や患部の処置や治療等に内視鏡装置が用いられている。この内視鏡装
置は、管腔内に挿入される細長な挿入部と、この挿入部の基端に連設された操作部からな
っている。
【０００３】
　前記挿入部は、可撓性部材で形成され基端に前記操作部が連設された可撓管部と、この
可撓管部の先端に連設され複数の湾曲駒からなる湾曲部と、この湾曲部の先端に連設され
た硬質部材で形成された先端部からなっている。
【０００４】
　前記操作部は、前記湾曲部を湾曲操作する湾曲ノブ、観察光学系の接眼部、照明光源に
接続するライトガイドコード、処置や治療用の鉗子挿入孔、送水及び送気スイッチ、吸水
及び吸気スイッチ、及び送水・送気ポンプと吸水・吸気ポンプ接続用コネクタ等からなっ
ている。
【０００５】
　前記操作部と前記挿入部の先端部には、前記観察光学系の接眼部に接続されたイメージ
ガイドファイバーバンドル、前記ライトガイドコードに接続されたライトガイドファイバ
ーバンドル、鉗子挿入孔に接続された鉗子チャンネル、及び送水・送気ポンプ接続用コネ
クタに接続された送水・送気チャンネル等が内蔵されている。
【０００６】
　また、前記挿入部の先端部の先端面には、前記イメージガイドファイバーバンドルの先
端が配置された観察光学系入射端開口、前記ライトガイドファイバーバンドルの先端が配
置された照明光学系出射端開口、前記鉗子チャンネルに連通した鉗子チャンネル開口部、
及び前記送水・送気チャンネルの先端が接続された送水・送気ノズルが設けられている。
【０００７】
　なお、前記鉗子チャンネルは、吸水・吸気チャンネルを兼用しており、操作部の鉗子挿
入孔の近傍で、吸水・吸気ポンプと接続可能となっている。
【０００８】
　このような構成の内視鏡装置を用いて管腔内を観察し、処置や治療等を行う際に、前記
照明光学系出射端開口からの照明光で照明された被写体を観察光学系で鮮明に視認するた
めに、被写体と挿入部の先端部との間の最接近距離を所定の値に保持させる必要がある。
【０００９】
　このために、動きやすい粘膜を観察し、処置や治療等を行う際には、被写体である粘膜
と、先端部との間の最接近距離を所定の値に維持させるために、前記先端部にフード部材
が設けられている。
【００１０】
　前記先端部に設けられるフード部材は、前記先端部から観察視野方向に所定の寸法突出
させた略円筒形状のフード部からなっている。このフード部の前面端を被写体である粘膜
に当接させることで、被写体と先端部の観察光学系入射端開口との最接近距離を確保する
ようになっている（例えば、特許文献１参照）。
【００１１】
　一方、内視鏡診断治療処置において、前記観察光学系入射端開口の視野を確保するため
に、前記送水・送気ノズルから送水及び送気を行い、前記観察光学系入射端開口に付着し
た汚物除去等の洗浄が行われる。
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【００１２】
　この観察光学系入射端開口の洗浄に用いた流体、あるいは除去した汚物等は、前記鉗子
チャンネル開口部から鉗子チャンネルを用いて吸引排出させるようになっている。
【００１３】
　前記フード部材を用いて最接近距離を維持させながら内視鏡観察し、処置や治療時に、
前記観察光学系入射端開口の洗浄を行った際に、洗浄に使用した流体及び汚物がフード部
材内で滞留するが、この滞留物は前記鉗子チャンネル開口部から鉗子チャンネルを介して
管腔外へと吸引排出される。
【００１４】
　しかし、フード部材内で、鉗子チャンネル開口部から離れた位置に滞留している流体及
び汚物が効果的に除去できなく、観察光学系入射端開口の視野内に滞留物が入り込み良好
な視野が得られないこともある。
【００１５】
　このために、挿入部の先端部に設けられるフード部材に、先端部の送水・送気ノズルと
観察光学系入射端開口に対向して、排出口を設けた内視鏡も提案されている（例えば、特
許文献２参照）。
【特許文献１】実公昭５９－１５６０５号公報。
【特許文献２】実開昭５６－７５９１２号公報。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　前記特許文献１に提案されているフード部材を内視鏡挿入部の先端部に設けて、内視鏡
観察治療処置において、前記観察光学系入射端開口を洗浄するために、送水・送気ノズル
から流体を吹き付け、その洗浄後のフード部材内に滞留する流体及び汚物等は鉗子チャン
ネル開口部により管腔外へと吸引排出するが、前述したように、流体や汚物を吸引する鉗
子チャンネル開口部から離れたフード部材内位置に滞留している流体や汚物が効果的に除
去できないために、残存した流体や汚物が観察光学系入射端開口の視野内に入り込み被写
体を不鮮明したり観察視野を狭くする不具合が発生する可能性があった。
【００１７】
　また、前記特許文献２に提案されているフード部材を用いた内視鏡装置は、フード部材
内に入り込んだ汚物や流体を除去しようとした場合、送水・送気ノズルと、観察光学系入
射端開口とを結んだ延長線上に排出口が設けられているために、その送水・送気ノイズか
ら排出口で形成される範囲に滞留する流体や汚物は排出可能であるが、送水・送気ノイズ
と排出口で形成される範囲外に滞留する流体や汚物が効果的に除去できないために、残存
した流体や汚物が観察光学系入射端開口の視野内に入り込み被写体を不鮮明にしたり、観
察視野を狭くする不具合が発生する可能があった。
【００１８】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡挿入部の先端部と被写体との
最接近距離を維持するためのフード部材を有し、良好な観察視野を確保するために観察光
学系入射端開口を洗浄した際のフード部材内に滞留する流体や汚物を効果的に除去排出す
ることが可能な内視鏡装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明の内視鏡装置は、管腔内に挿入される内視鏡挿入部の先端部に、前記内視鏡挿入
部の観察視野方向に突出する先端フード部材を一体もしくは着脱可能に設けた内視鏡装置
において、前記内視鏡挿入部の先端部の先端面に、前記先端部の軸芯から偏芯させた位置
に設けた観察光学系入射端及び鉗子チャンネル開口部と、この観察光学系入射端に対して
、送気送水する送気送水ノズルと、前記観察光学系入射端と前記送気送水ノズルとを結ん
だ線により分割された前記先端部の先端面の前記鉗子チャンネル開口部から離れたエリア
内に前方送水用に設けた前方送水用開口と、を具備することを特徴としている。
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【００２０】
　また、本発明の内視鏡装置は、管腔内に挿入される内視鏡挿入部の先端部に、前記内視
鏡挿入部の観察視野方向に突出する先端フード部材を一体もしくは着脱可能に設けた内視
鏡装置において、前記内視鏡挿入部の先端部の先端面に、前記先端部の軸芯から偏芯させ
た位置に設けた観察光学系入射端及び鉗子チャンネル開口部と、この観察光学系入射端に
対して、送気送水する送気送水ノズルと、前記観察光学系入射端と前記送気送水ノズルと
を結んだ線の観察光学系入射端側の延長線上に、前記送気送水ノズルから送出された流体
を前記鉗子チャンネル開口部から離れたエリア内に流動するように前記先端フード部材の
内壁に設けた流体案内用突堤と、を具備することを特徴としている。
【００２１】
　本発明の内視鏡装置により、先端フード部材内に滞留する流体や汚物を効率よく吸引排
出することでき、観察光学系入射端の視野の確保と鮮明被写体の観察が可能となった。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の内視鏡装置は、内視鏡挿入部先端と被写体の最接近距離を確保する先端フード
部材内に滞留する流体や汚物を効果的に除去でき、観察光学系入射端の視野確保と鮮明な
被写体が観察できる効果を有している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。最初に、図１乃至
図３を用いて本発明に関する内視鏡装置の第一の実施形態について説明する。なお、図１
は本発明に関する内視鏡装置の第一の実施形態における先端フード部材を設けた内視鏡挿
入部の先端部を示す斜視図、図２は本発明に関する内視鏡装置の第一の実施形態における
先端フード部材を設けた内視鏡挿入部の先端部を示す正面図、図３は本発明に関する内視
鏡装置の第一の実施形態における図２の図中切断線Ｐ－Ｐから切断した内視鏡挿入部の先
端部の断面図である。
【００２４】
　本発明の第一の実施形態の内視鏡装置は、内視鏡挿入部６の先端部５の先端面２０には
、この先端部５の先端面２０の軸芯から偏芯した位置に設けられた観察光学系入射端１、
少なくとも１つ以上の照明光学系出射端２、鉗子チャンネル開口部３、送気送水ノズル７
、及び前方送水用開口部１１等が設けられている。
【００２５】
　この内視鏡挿入部６の先端部５には、略円筒状で、先端部５の先端面２０から観察視野
方向に突出したフードを有する先端フード部材４が一体または着脱可能に設けられている
。
【００２６】
　この先端フード部材４の前記先端部５の先端面２０からの突出量は、前記先端部５の少
なくとも観察光学系入射端１と被写体との最接近距離を維持するために必要な長さとし、
かつ、先端フード部材４の前端部が前記観察光学系入力端１の視野範囲に入り込まない形
状に形成されている。
【００２７】
　前記観察光学系入射端１には、対物レンズが配置され、この対物レンズの最先端レンズ
が先端部５の観察光学系入射端１として配置されている。この対物レンズの内視鏡挿入部
６の基端側には、観察光を導光するイメージファイバーバンドル２３の観察光入射端面が
配置されている。または、前記対物レンズの内視鏡挿入部６の基端側の焦点位置に撮像素
子を配置させた電子内視鏡とすることもできる。
【００２８】
　前記照明光学系出射端２には、照明レンズが配置されている。この照明レンズの内視鏡
挿入部６の基端側には、照明光を導光するライトガイドファイバーバンドル２２の照明光
出射端面が配置されている。
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【００２９】
　前記鉗子チャンネル開口部３には、図示していない処置や治療等の鉗子を挿通すると共
に、吸水・吸気を兼用する鉗子チャンネルに連通している。この鉗子チャンネルに挿通さ
れた鉗子は、前記鉗子チャンネル開口部３から先端部５の観察視野方向に突出して、患部
の処置や治療等を行うようになっている。
【００３０】
　前記送気送水ノズル７は、前記観察光学系入射端１の対物レンズの最先端レズに対して
、洗浄用の流体を噴出させるように設けられている。この送気送水ノズル７には、図示し
ていない送気送水チャンネルが連通されている。
【００３１】
　更に、前記前方送水用開口部１１は、図２に示すように、先端部５の先端面２０に設け
られた観察光学系入射端１と送気送水ノズル７を結ぶ直線Ａ－Ａで区切り、この直線Ａ－
Ａで区切られた前記先端部５の先端面２０の狭い方のエリアまたは吸気吸水口を兼ねる鉗
子チャンネル開口部３から離れたエリア（図２の図中斜線で示すエリア）３０内に設置さ
れている。この前方送水用開口部１１には、前記先端部５から挿入部６の基端に配置され
た前方送水用管路１１ａが連通されて、前記挿入部６の基端に連設されている操作部に接
続された送水ポンプへと接続されるようになっている。
【００３２】
　このような構成の内視鏡装置による内視鏡観察による処置や治療等の作用について説明
する。
【００３３】
　前記先端部５に先端フード部材４を設けた内視鏡挿入部６を管腔内に挿入して、観察部
位である粘膜に前記先端フード部材４の前端を当接させて、最接近距離を維持させながら
内視鏡観察し、処置や治療等を行っている際に、前記観察光学系入射端１の視界を確保す
るために、前記送気送水ノズル７から前記観察光学系入力端１に対して送気送水を行い洗
浄すると共に、その洗浄に用いた流体と洗浄された残渣等の汚物を鉗子チャンネル開口部
３から吸引して前記先端フード部材４の内部から管腔外へと排出する。
【００３４】
　しかし、前記先端フード部材４の内部の流体と汚物は、その流体と汚物を吸気吸水する
鉗子チャンネル開口部３から離れた位置である前記エリア３０付近に滞留して図３に示す
ように汚物１０が残存することが多々発生している。
【００３５】
　このために、前記エリア３０に設けた前方送水用開口部１１から流体を噴射させて、こ
のエリア３０に残存している汚物の全部または一部を吹き飛ばすことで、前記鉗子チャン
ネル開口部３からの排出が可能となる。
【００３６】
　つまり、前記送気送水ノズル７と前方送水用開口部１１から略同時に洗浄用の流体を噴
射させると、送気送水ノズル７からの流体は観察光学系入射端１の対物レンズ面を洗浄し
、前方送水用開口部１１からの流体はエリア３０付近に滞留する汚物を吹き飛ばすことで
、前記先端フード部材４内の洗浄液体と汚物の吸引排出が前記鉗子チャンネル開口部３か
ら効率よく実行できる。
【００３７】
　これにより、内視鏡観察による処置や治療時の観察光学系の視野の確保と鮮明な被写体
像の観察ができるようになる。
【００３８】
　次に、本発明に関する内視鏡装置の第二の実施形態について図４と図５を用いて説明す
る。なお、図４は本発明に関する内視鏡装置の第二の実施形態における先端フード部材を
設けた内視鏡挿入部の先端部を示す正面図。図５は本発明に関する内視鏡装置の第二の実
施形態における図４の図中切断線Ｑ－Ｑから切断した内視鏡挿入部の先端部の断面図であ
る。
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【００３９】
　この第二の実施形態の内視鏡挿入部６の先端部５の構成は、前述した第一の実施形態と
同じである。この第二の実施形態と前述した第一の実施形態との相違は、先端フード部材
４にある。
【００４０】
　この第二の実施形態の先端フード部材４は、円筒形状に形成され、前記内視鏡挿入部６
の先端部５の先端面から観察視野方向に突出させたフード部の内壁面に流体案内用の突堤
１２が形成されている。
【００４１】
　この流体案内用の突堤１２は、前記内視鏡挿入部６の先端部５に設けられた観察光学系
入射端１と送気送水ノズル７を結んだ延長線上で観察光学系入射端１の側に設けられてい
る。この流体案内用の突堤１２の形状は、前記送気送水ノズル７近辺を中心として、前記
送気送水ノズル７と観察光学系入射端１を結ぶ延長線上の近傍から前記エリア３０内に円
弧が描かれた形状となっている。つまり、前記送気送水ノズル７から観察光学系入射端１
に噴射された流体が、この流体案内用の突堤１２の円弧に沿って前記エリア３０側へと流
動案内されるようになっている。なお、この流体案内用突堤１２の先端フード部材４の軸
方向の厚みは、前記送気送水ノイズ７からの噴射流体を前記エリア３０方向に流動案内さ
せる厚さに設定されている。また、前記観察光学系入射端１の視野範囲に入り込まないよ
うに設定されている。
【００４２】
　即ち、前記送気送水ノズル７から観察光学系入射端１に噴射された流体は、観察光学系
入射端１の被写体レンズ面を洗浄後、前記流体案内用の突堤１２の円弧に案内されてエリ
ア３０側へと流動されると共に、先端フード部材４の内周壁に沿って環流するようになっ
ている。
【００４３】
　これにより、前記送気送水ノズル７から観察光学系入射端１へ噴射された洗浄流体と洗
浄された汚物は、流体案内用の突堤１２により強制的に鉗子チャンネル開口部３から離れ
たエリア３０部分へと流動し、かつ、先端フード部材４の内壁に沿って環流して、前記鉗
子チャンネル開口部３から吸水排出される。
【００４４】
　なお、前記エリア３０に前記前方送水用開口部１１を設けなくても良いが、前方送水用
開口部１１が設けられていると、前記送気送水ノズル７から噴射されて前記流体案内の突
堤１２で案内流動される流体と、前方送水用開口部１１から噴射された流体とが先端フー
ド部材４の内部で交差乱流することで、流体や汚物の残存が解消でき効率的に鉗子チャン
ネル開口部３から吸水排出が可能となる。
【００４５】
　上述した本発明の実施形態の説明において、前記鉗子チャンネル開口部３は、前記送気
送水ズル７、及び前方送水開口部１１から噴射させた流体や、その流体で洗浄された汚物
等を吸引排出する吸水・吸気開口部を兼用させたが、この鉗子チャンネル開口部３の近傍
に吸水吸気専用開口部を設けても良くい。
【００４６】
　従って、鉗子チャンネル開口部は、処置治療等の鉗子挿通開口と、流体の吸水・吸気の
開口とが兼用されている場合に限定されものではなく、処置治療等の鉗子挿通専用の鉗子
チャンネル開口部と、流体の吸水・吸気専用のチャンネル開口部とが個別に設けられる場
合にも適用されるものである。
【００４７】
　［付記］
　以上詳述した本発明の実施形態によれば、以下のごとき構成を得ることができる。
【００４８】
　（付記１）　管腔内に挿入される内視鏡挿入部の先端部に、前記内視鏡挿入部の観察視

10

20

30

40

50

(6) JP 3742635 B2 2006.2.8



野方向に突出する先端フード部材を一体もしくは着脱可能に設けた内視鏡装置において、
　前記内視鏡挿入部の先端部の先端面に、前記先端部の軸芯から偏芯させた位置に設けた
観察光学系入射端及び鉗子チャンネル開口部と、
　この観察光学系入射端に対して、送気送水する送気送水ノズルと、
　前記観察光学系入射端と前記送気送水ノズルとを結んだ線により分割された前記先端部
の先端面の前記鉗子チャンネル開口部から離れたエリア内に前方送水用に設けた前方送水
用開口と、
　を具備することを特徴とした内視鏡装置。
【００４９】
　（付記２）　管腔内に挿入される内視鏡挿入部の先端部に、前記内視鏡挿入部の観察視
野方向に突出する先端フード部材を一体もしくは着脱可能に設けた内視鏡装置において、
　前記内視鏡挿入部の先端部の先端面に、前記先端部の軸芯から偏芯させた位置に設けた
観察光学系入射端及び鉗子チャンネル開口部と、
　この観察光学系入射端に対して、送気送水する送気送水ノズルと、
　前記観察光学系入射端と前記送気送水ノズルとを結んだ線の観察光学系入射端側の延長
線上に、前記送気送水ノズルから送出された流体を前記鉗子チャンネル開口部から離れた
エリア内に流動するように前記先端フード部材の内壁に設けた流体案内用突堤と、
　を具備することを特徴とした内視鏡装置。
【００５０】
　（付記３）　前記内視鏡挿入部の先端部の先端面に設けられた、前記流体案内用突堤で
形成される前記鉗子チャンネル開口部から離れたエリア内に、前方送水用開口を設けた設
けたことを特徴とした付記２記載の内視鏡装置。
【００５１】
　（付記４）　管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端に、前記内視鏡の観察視野方向
に突出する突出部を有する内視鏡用先端フード部材を一体的もしくは着脱可能に装着可能
な内視鏡において、
　対物レンズは内視鏡先端の軸芯から偏芯しており、ノズルと対物レンズを結んだ線によ
って分割される内視鏡先端の狭い方のエリアに前方送水用の開口部を設けたことを特徴と
する内視鏡装置。
【００５２】
　（付記５）　管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端に一体的もしくは着脱可能に設
けられ、前記内視鏡の観察視野方向に突出する突出部を有する内視鏡用先端フード部材に
おいて、
　ノズルと対物レンズを結んだ線の対物レンズ側の延長線上に、ノズルから送出された流
体がチャンネル開口部と逆側のエリアに流れやすいような形状を有する突起部を設けたこ
とを特徴とする内視鏡装置。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明に関する内視鏡装置の第一の実施形態における先端フード部材を設けた内
視鏡挿入部の先端部を示す斜視図。
【図２】本発明に関する内視鏡装置の第一の実施形態における先端フード部材を設けた内
視鏡挿入部の先端部を示す正面図。
【図３】本発明に関する内視鏡装置の第一の実施形態における図２の図中切断線Ｐ－Ｐか
ら切断した内視鏡挿入部の先端部の断面図。
【図４】本発明に関する内視鏡装置の第二の実施形態における先端フード部材を設けた内
視鏡挿入部の先端部を示す正面図。
【図５】本発明に関する内視鏡装置の第二の実施形態における図４の図中切断線Ｑ－Ｑか
ら切断した内視鏡挿入部の先端部の断面図
【符号の説明】
【００５４】
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　　　１…観察光学系入射端
　　　２…照明光学系出射端
　　　３…鉗子チャンネル開口部
　　　４…先端フード部材
　　　５…先端部
　　　６…内視鏡挿入部
　　　７…送気送水ノズル
　　　１０…汚物
　　　１１…前方送水用開口部
　　　２０…先端面
　　　代理人　　　弁理士　　　伊　藤　　進
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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要解决的问题：提供一种内窥镜装置，其有效地去除和排出设置在内窥
镜插入部分的尖端处的罩构件内部的流体和污垢。 Ž解决方案：内窥镜
装置在内窥镜插入部分6的尖端5处设置有尖端罩构件4以插入到内腔中。
在内窥镜插入部分6的尖端5的尖端面20处，该装置设置有：观察光学系
统入射端1，其设置在从轴中心偏置的位置处，并且钳子通道开口部分3
具有吸气和吸水功能;空气供给和供水喷嘴7，用于向入射端1供给空气和
供水;前端供水开口部分11，用于在前端面20处与开口部分3分开的区域
30中向前供给水，该区域由组合入射端1和喷嘴7的线分开。污垢循环并
由流体从开口部分11向前送水，并吸入和排出。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/4a433969-5a74-4376-ada4-2aed9f0da2dc
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034403601/publication/JP3742635B2?q=JP3742635B2

